
 

章名  ４ 基準病床数  

節名   

 

１ 基準病床数の算定  

 基準病床数は、病院及び診療所の病床の適正配置を図ることを目的として、医療法第 30   

条の 4 第 2 項第 17 号の規定により定めるものです。 

  病院及び診療所の療養病床及び一般病床に係る基準病床数は二次保健医療圏ごとに、   

精神病床、感染症病床及び結核病床に係る基準病床数は県全域で定めるものです。 

 病床は、医療資源の中で重要な位置を占めるもので、その運用には多くの人的・物的資源が必要

です。したがって、病床は、入院医療を必要とする患者が入院治療に必要な期間利用できるよう、効

率的かつ適切に活用されなければなりません。 

このため、入院医療の確保にあたっては、医療機関相互の機能の分化と連携を一層促進   

するなど、医療資源の有効活用を図るとともに、病床が本来の入院医療を適切に提供できる   

よう、介護老人保健施設や特別養護老人ホームなどの医療・介護施設及び訪問診療・訪問看護な

どの在宅サービスとの機能分化と連携を図っていく必要があります。 

なお、本計画で定められた基準病床数により、いわゆる病床過剰地域における病院の開    

設、増床若しくは病床の種別の変更、又は診療所の病床の設置若しくは増床に関して、知事   

は、必要がある場合には、それぞれの行為の中止等の勧告を行います。 

 

 基準病床数は、次のとおりとします。 

図表 4-1-1-1 療養病床及び一般病床                      （参考）    （単位：床） 

保健医療圏 基準病床数  

 

 

 

 

 

 

既存病床数 

県南東部保健医療圏 9,635    9,865    

県南西部保健医療圏 7,311    7,803    

高梁・新見保健医療圏 447    628    

真 庭 保 健 医 療 圏 434    466    

津山・英田保健医療圏 1,609    1,770    

合 計 19,436    20,532    

              （※既存病床数は、令和 6(2024)年 3 月 1 日時点における令和 6(2024)年 4 月 1 日の見込み） 

 

図表 4-1-1-2 精神病床、感染症病床及び結核病床         （参考）    (単位：床) 

圏 域 病床種別 基準病床数  

 

 

 

既存病床数 

 

県  全  域 

 

精 神 病 床 3,931    5,119    

感染症病床 26    26    

結 核 病 床 37    115    

              （※既存病床数は、令和 6(2024)年 3 月 1 日時点における令和 6(2024)年 4 月 1 日の見込み） 

 

 



図表 4-1-1-3 岡山県における療養病床数の推移                  （単位：床） 

区 分 

平成29年 

(2017) 

平成30年 

(2018) 

令和元年 

(2019) 

令和2年 

(2020) 

令和3年 

(2021) 

4月1日 4月1日 4月1日 4月1日 4月1日 

 5,111  4,969  4,743  4,601  4,298  

療養病床数 
うち医療療養病床 4,559  4,441  4,241  4,149  4,027  

うち介護療養病床 552  528  502  452  271  

 

区 分 

令和4年 

(2022) 

令和5年 

(2023) 

4月1日 4月1日 

 4,293  4,122  

療養病床数 
うち医療療養病床 4,082  3,977  

うち介護療養病床 211  145  

（資料：岡山県医療推進課） 


